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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、小学校外国語教育を行う際に外国語指導助手（ALT）の言語リソー
スを最大限に活かすための教材共有のためのデータベースを構築することであった。
成果として、従来「英語のみのリソース」として意識されていたALTの大半は英語・日本語以外の使用できる言
語を保持していることを証明した上、多くのALTが小学校外国語教育により多言語を導入したいという意志があ
ることが判明した。
小学校の外国語教室が実は多言語環境であることを把握した上、現役教諭・ALTとともに教材開発を行った。開
発した教材の日本語・英語バイリンガルの授業案・資料等を作成して、インターネット上のデータベースにて公
開している。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop a database for sharing teaching 
materials in order to maximise the potential language resources of assistant language teachers 
(ALTs) when teaching foreign languages in elementary schools.
The results showed that the majority of ALTs, who have previously been portrayed as English-only 
resources, are in fact users of languages other than English and Japanese, and that many ALTs are 
willing to introduce a greater degree of multi(pluri)lingualism into elementary school foreign 
language teaching.
Having ascertained that elementary school foreign language classrooms are in fact multilingual 
environments, teaching materials together were developed with the support of active teachers and 
ALTs. Bilingual Japanese/English lesson plans and materials for teachers were prepared and made 
available on an internet database.

研究分野：教育言語学、複言語教育

キーワード： 外国語指導助手（ALT)　複言語教育　小学校　教材開発　STEAM　言語への目覚め活動　ティーム・ティ
ーチング　分野横断的学習
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語教育は英語のみに焦点を当ててきたが、外国語は英語だけではない。実際、学習指導要領解説には「世界
には英語以外の言語を話す人々も多い。…世界の人々を理解するには，英語以外の言語を使う人々の日常生活も
取り上げることが大切である」（文部科学省、2018）との記述がある。しかし、英語以外の言語を取り上げるの
に、その教育的な意義や、言語的多様性に対する理解不足などの障壁がある。
本研究は、従来「英語のみのリソース」として使われてきた外国語指導助手が実は多言語的な存在であると証明
した上、彼らの言語を授業に導入するための教材開発と公開を行ったことにより、小学校外国語教育をより豊か
にする手段が提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）平成 30年度以降、外国語指導助手（Assistant Language Teacher: ALT）が小学校外国
語教育の 7 割以上の授業に参加するようになっている（文部科学省、2018）。歴史的に ALTの
ほとんどが英語母語話者であったが、人数の増加に伴い、ALT 人口に質的変化が起こり、非英
語母語話者が増えてきている（狩野・尾関、2018）。現在、ALTの多くには英語・日本語以外の
言語が使用できると想定されているが、小学校外国語教育は、英語の運用能力にのみ注目してき
たため、ALTの多言語性については調査が行われていない。 
 
（２）近年、国内外で注目を浴びている複言語主義に基づいた教育は目標言語だけではなく、教
室と社会に存在するすべての言語を外国語教育に還元することにより、学習者の個別言語能力
を支える「複言語・複文化能力」の育成を図るアプローチである。ALT との授業に複言語教育
を導入することで、ALT の保持する言語リソースが承認される上、児童生徒にとって、多種多
様な言語やその機能、使用に親しませることから、その後に特定の言語（日本の場合、英語）を
学ぶ意欲を起こさせると言われている（Candelier, 2003）ことから、ALTとの授業における複
言語教育の妥当性を検討することには意義がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、小学校外国語教育を行う際に ALT（等）の言語リソースを最大限に生かすた
めの教材共有のためのデータベースを構築することである。しかし、ALT の言語に関する先行
研究は母語にのみ焦点を当ててきたため、ALT の保持する言語の全体像が知られていない。そ
こで本研究は、 
 
（１）ALTの使用可能な言語を把握するためにデモグラフィック調査を行う。 
（２）学級担任・ALTのニーズ分析を行い、現職の学級担任・ALTの協力を得て、教室内の言
語リソースを活かす授業を実践するために共同アクションリサーチと教材開発を行う。 
（３）言語リソースを活かすための手引き・教材集データベースを構築する。 
 
３．研究の方法 
（１）既に協力者がいる東北・関東・関西地方に協力を得て、また、オンライン等の ALTコミ
ュニティーにも調査協力をお願いし、ALTの使用言語について質問紙調査を行う。 
（２）現職の学級担任・ALT を対象に授業の参与観察・共同アクションリサーチ及び聞き取り
調査を行う。テーマ分析（Braun & Clarke, 2006）を用いて、ニーズ分析等を行った上、複数言
語を活かした授業の妥当性と実現可能性を検討する。 
（３）既に協力関係を築いている国内外の研究者に複言語教育の実践についての聞き取り調査
及び授業参与観察を行うことにより複言語教育の知見を深める。 
 
４．研究成果 
（１）2019 年～2020 年にかけて、ALT の使用可能な言語に関する質問紙調査を行った。結果
として、参加者 181名のうち、179名（99％）がある程度の日本語運用能力を報告しており、ま
た 102名（57％）が日本語と英語以外に使用できる言語があると報告している（図 1参照）。質
問紙調査の結果をピアース（2020）と Pearce(2021)で報告している。 
 

図１ALTの使用できる言語（ピアース, 2020; Pearce, 2021参照） 
 

（２）ALT のニーズ分析に関しては、新型コロナウイルスの影響により授業参与観察ができな
かったものの、Zoom などの通話ツールを用いて、8 名の複数言語を使用する ALT を対象に聞
き取り調査を行った。テーマ分析の結果から、1）ほとんどの ALTが英語以外の言語を導入する
意義を認めており、そして 2）複言語教育に直接的な言及がなかったが、何人かの ALT が複数



言語を授業で取り扱う教育的意義を挙げていた。しかし、複数言語を導入するに当たって、教科
書のしばりや多言語使用への理解が行き届いていないことが障壁になっていることを指摘した
ALTも複数名いた。分析結果をピアース（2021）でまとめている。また、学級担任のニーズ分
析に関しては、視覚的言語自伝（Molinié, 2019）という手法を用いて、二人の現役小学校教諭
を対象に質的研究を行い、その結果をMoore et al (2021) 及び Pearce (2022)を介して複数言語
により公開している。 
 
（３）新型コロナウイルスの影響により研究開始当初に予定していた国外の複言語教育の授業
参与観察や聴き取り調査ができなかったものの、2020年 1月～6月まで京都大学に客員教授と
して招聘されていた外国人研究者（Danièle Moore）と別の科研費プロジェクトの研究協力者と
の共同研究を通して複言語教育の意義についての知見を深め、国内外の研究論文を複数本発表
すると共に今後の研究課題を明確化できた。また、2020年 2月にフランス国立東洋言語文化学
院（INALCO）の教授である Gilles Forlot氏を招聘し、複言語教育に関する特別講演を京都ノ
ートルダム女子大学にて開催した。さらに、他の科学研究費プロジェクト（18H00688，代表：
西山教行；18K00700、代表者：清田淳子；18K12476、代表者：大山万容）と協力し、2020年
11月に国際研究集会「ひとつの言語教育から複数の言語教育へ： CEFRからみた日本語，英語，
外国語教育の連携と協働」を開催した。 
 
（４）研究協力者との授業参与観察と共同アクションリサーチを通して、いくつかの教材を開発
し、または既存の教材の日本への文脈化を行い、学級担任と ALTが容易にアクセスできるよう
に、バイリンガル授業案・教材をいくつかインターネット上に公開している（図２）。中には、
「給食プロジェクト」と呼ばれる長期プロジェクトに ALT等の協力を得て、多言語ビデオ教材
の作成をし、給食と結び付けて分野横断的な複言語教材の作成もできた。当該プロジェクトは研
究論文の Pearce et al (2021)と大山ら（2022）以外にも、『学校給食』（大山、2022；藤田、2022）
にも紹介されている。研究期間終了後にも随時教材を公開する予定。 
 

図２ 教材の公開データベース、yaekotoba.com 
 
（５）現役 ALT主催の ALT向け研究集会である「ALT Agora」と、福井大学主催の「外国語教
育実践を語り合うカフェ会」に招聘され、ALT と学級担任向けの複言語教育に関する講演・ワ
ークショップを複数回行った。 
 
（６）本研究の成果を複数の口頭発表および 10本程度の研究論文で発表できた。中には、Pearce 
et al （2020）が「Research Anthology on Applied Linguistics and Language Practices」（ISBN: 
9781668456828）の再掲に選ばれ、そしてピアース（2021）が日本言語政策学会の優秀論文賞
を受賞した。 
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